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決 算 認 定

自 依
存主

財 財

源 源

105億円の使い道は!?
平成29年度　決算審査 前年度比3.8％減

一般会計

そのほか会計別決算状況
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 40億7755万円 36億9549万円

後期高齢者医療特別会計 4億6793万円 4億4602万円

介護保険特別会計 27億6564万円 26億8113万円

公共下水道事業特別会計 6億3374万円 6億1994万円

水道事業会計 収　入 支　出

収益的　収入・支出 4億4577万円 4億3281万円

資本的　収入・支出 1億3066万円 3億523万円

【財政力指数は】0.768
指数が1に近いほど自主財源の
割合が高い。昨年度より若干の
改善。
【経常収支比率は】89.5％
財政の弾力性を示す指標。低い
ほど政策に使える財源が多い。
29年度は経常経費の増大により
悪化した。（70％以下が理想）
【実質公債費比率は】9.1％
収入に対する負債返済の割合。
少ない方がいいのだが、昨年度
から除々に減っており、29年度
も健全な状況といえる。

地方交付税 
12.3％

12億9342万円

町債 9.7％
10億2354万円町税 42.7％

44億9874万円
国庫支出金 10.2％

10億7332万円

県支出金 7.8％
8億1424万円

その他 6.8％
7億1195万円

その他 
6.9％

7億1334万円繰越金 3.6％
3億7662万円

住民税や固定資産税・
軽自動車税など、
皆さんが納めた税金

事業執行を繰り
越したため

システム事業が前年度に
比べ減ったため

医療や介護、子育てなど
福祉に使われたお金

医療費の助成額増加と
ひまわり保育所建設費
増など

歳 入

歳 出

105億 519万円
101億7588万円（前年比の増減の大きなものを表示）

民生費 41.2％
41億9755万円

＋9.8％

総務費 11.5％
11億7571万円

−18.1％

土木費 9.3％
9億4560万円

−24.8％

公債費 10.1％
10億3139万円

教育費 8.7％
8億8951万円

衛生費 7.5％
7億5833万円

その他 11.7％
11億7777万円

−項目の内訳−
・議会費
　1億736万円
・農林水産業費
　2億6024万円
・商工費
　1億1101万円
・消防費
　4億8500万円
・諸支出費
　2億347万円

町が借りた
お金

決算の内訳
・一般会計形式収支額
　3億2930万円
・翌年度　繰越財源
　3592万円
・実質収支額
　2億9338万円

（前年比の増減の大きなものを表示）



3 松前町議会だよりNo.99

決 算 認 定

9/4〜25

９月
定例会

監
査
委
員
か
ら
の
意
見

★
平
成
29
年
度
の
歳
入
歳
出

決
算
は
、健
全
な
財
政
運
営

と
適
正
な
事
務
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

財
政
力
指
数
は
前
年
を
上

回
っ
て
は
い
る
も
の
の
経
常

収
支
比
率
は
若
干
悪
化
し
て

い
る
。
財
政
の
弾
力
性
に
留

意
し
、更
に
適
正
な
財
政
運

営
に
心
掛
け
ら
れ
た
い
。

★
第
４
次
松
前
町
総
合
計
画

の
施
策
や
公
約
の
実
行
の
た

め
に
は
、安
定
し
た
財
源
確

保
が
不
可
欠
だ
。

★
歳
入
面
で
は
、大
幅
な
町

税
収
入
の
伸
び
は
期
待
で
き

な
い
の
で「
愛
媛
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
」と
の
連
携
等

で
高
い
徴
収
率
を
維
持
す
る

努
力
を
し
て
収
入
未
済
金
の

改
善
を
求
め
る
。

★
歳
出
面
で
は
、予
算
配
分

の
重
点
化
、効
率
的
な
事
業

の
実
施
を
図
る
と
と
も
に
内

部
統
制
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理
を
し
、不
断
の
行
政
改
革

を
。
不
用
額
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
積
算
内
容
を
精
査
し

適
切
な
予
算
額
の
計
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

★
事
務
事
業
評
価
は
、
目
標

達
成
の
た
め
事
務
改
善
を
行

う
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
目
的
で
導
入
し

た
も
の
だ
か
ら
、広
く
住
民

に
も
周
知
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
。

★
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か

つ
計
画
的
に
執
行
す
る
た
め

の
地
方
公
会
計
の
導
入
に
つ

い
て
は
、全
庁
的
に
取
り
組

み
複
式
簿
記
に
よ
る
発
生
主

義
的
な
会
計
に
必
要
な
整
備

を
行
い
た
い
。
ま
た
公
共
施

設
等
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

活
か
し
て
ほ
し
い
。

29年度の決算審査では、一般会計に4つの特別会計、
1つの事業会計を含む総額を認定した。

代表監査　安永紀雄氏

平成 29年度の主な目玉事業は
・
防
災
整
備

・
地
域
農
業
支
援

・
消
防
団
装
備
品
購
入

・
公
園
管
理

・
公
園
整
備

・
工
場
等
設
置
奨
励

・
松
前
ひ
ま
わ
り

保
育
所
新
設

・
幹
線
町
道
整
備
工
事

・
町
立
保
育
所
の
安
全
管
理

・
Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策

・
ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　
　

医
療
費
助
成

・
水
産
業
振
興
育
成

1288万円

300万円
101万円

168万円
62万円

2169万円
186万円

1943万円
494万円

4000万円 421万円

４億4185万円
2435万円

1億2215万円
2015万円

261万円 8829万円
1292万円

2529万円

（避難所機能の
　　強化目的 )

（黒田公園に
　新遊具設置）

（台地泉公園
　整備工事）

（条例に基づき
交付）

（ハモ用水槽新設、
改修充填機購入
の補助）

（設備などの
　導入費用に）

（防犯カメラ設置）

二段表示は
上段：事業決算額
下段：自主財源額

※差額は依存財源（国・県の
補助金と町債を充てています）
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委員会ニュース

問　

新
ふ
る
さ
と
づ
く
り
総

合
支
援
事
業
費
補
助
金
の

内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
井
議
員
）

答　

①
防
災
マ
ッ
プ
、防
災

用
の
パ
ネ
ル
地
図
作
成
等

を
行
う「
防
災
・
減
災
事

業
」

　

②
海
外
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム

を
招
へ
い
し
、国
際
交
流

を
行
う「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」の

二
つ
だ
。

問　

経
常
収
支
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
井
議
員
）

答　

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど

経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
が
増
加
し
て
い
る
。

　

毎
年
１
億
円
以
上
増
加
し

て
い
る
。
事
業
の
見
直
し

等
に
よ
り
、経
費
の
削
減

に
努
め
た
い
。

問　

町
税
等
の
徴
収
率
向
上

の
取
組
は
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

税
金
に
未
納
の
あ
る
人

に
催
告
書
を
送
付
し
て
お

り
、催
告
し
て
も
完
納
に

な
ら
な
い
場
合
は
、預
貯

金
、
生
命
保
険
等
の
財
産

調
査
を
、滞
納
金
額
に
か

か
わ
ら
ず
全
件
に
つ
い
て

徹
底
し
て
実
施
し
て
い

る
。
納
税
は
義
務
で
あ
る

た
め
、財
産
を
発
見
し
た

場
合
は
差
押
え
を
行
う

等
、
継
続
的
な
徴
収
事
務

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎「
産
業
建
設
部
所
管
」　

問　

は
だ
か
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
と
補
助
金
は
。

　
　
　
　
　
　
（
早
瀬
議
員
）

答　

平
成
29
年
度
は
、お
い

し
い
料
理
販
売
店
と
し
て

新
た
に
２
店
舗
を
認
定
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出

店
し
、は
だ
か
む
ぎ
ゅ
の

販
売
を
行
っ
た
。
補
助
金

の
期
間
は
平
成
32
年
度
ま

で
で
あ
る
。

意
見 

も
う
少
し
金
額
を

上
乗
せ
し
、今
後
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問　

町
営
住
宅
の
修
繕
費
と

家
賃
収
入
は
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
井
議
員
）

答　

退
去
後
に
残
さ
れ
た
設

備
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
、修
繕
費
の

削
減
に
努
め
る
。
分
割
納

付
を
引
き
続
き
行
う
な

ど
、家
賃
の
徴
収
率
を
上

げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
。

意
見 

町
営
住
宅
で
は
100

戸
近
く
空
い
て
い
る
。
う
ま

く
利
用
し
、修
理
費
の
埋
め

合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

長
尾
谷
川
遊
水
池
等
樋

門
及
び
排
水
ポ
ン
プ
保
全

委
託
の
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
（
村
井
議
員
）

答　

長
尾
谷
は
夫
婦
、早
船
、

土
川
の
３
か
所
の
樋
門
管

理
や
湛
水
防
除
な
ど
を
稼

動
さ
せ
る
業
務
を
行
う
た

め
、作
業
が
多
岐
に
わ
た

り
、規
模
が
大
き
い
た
め
、

委
託
を
し
て
い
る
。

意
見 

大
字
に
業
務
を
任

せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
協
議
し
、

今
後
ど
う
す
る
か
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、一
次
借

入
金
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
（
村
井
議
員
）

答　

工
事
が
完
成
す
る
と
代

金
を
業
者
へ
支
払
う
。
そ

の
工
事
費
に
対
し
、後
か

ら
国
の
補
助
金
の
受
入
れ

や
地
方
債
の
借
入
れ
を
行

う
。
年
度
末
は
業
者
へ
の

支
払
が
多
額
と
な
り
、資

金
の
不
足
分
を
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
、国
の
補

助
金
や
地
方
債
で
返
済
し

て
い
る
。
一
時
的
に
資
金

が
不
足
す
る
た
め
借
入
れ

を
行
う
。

一
般
会
計

議
案
第
53
号

◎「
総
務
部
所
管
」

問　

職
員
の
時
間
外
勤
務
時

間
の
偏
り
は
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

選
挙
や
水
防
の
事
前
対

応
等
が
あ
り
、時
間
外
勤

務
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

毎
水
曜
日
に
ノ
ー
残
業

デ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

意
見 

突
発
的
な
災
害
は
仕

方
が
な
い
が
、あ
る
程
度
分

か
っ
て
い
る
も
の
は
職
員
間

で
負
担
軽
減
し
、分
散
す
る

よ
う
に
。

平
成
29
年
度
松
前
町
歳
入
歳
出
決
算
認
定
審
査

予
算
決
算

委員会
 ニュース

『松前町国体記念ホッケー公園』にて

義農排水樋門夫婦樋門
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委員会ニュース

◎「
教
育
委
員
会
所
管
」

問　

学
校
備
品
購
入
の
方
針

は
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

各
校
か
ら
必
要
な
備
品

を
申
請
し
て
も
ら
い
、調

整
の
上
、予
算
を
配
分
し

て
い
る
。

問　

委
託
料
不
用
額
の
原
因

は
。　
　
　
　
（
影
岡
議
員
）

答　

平
成
28
年
度
の
実
績
を

踏
ま
え
て
当
初
予
算
を
計

上
す
る
た
め
、入
札
減
少

金
に
よ
り
差
が
生
じ
て
い

る
。

問　

学
校
生
活
支
援
員
の
減

額
は
。　
　
（
岡
井
議
員
）

答　

各
学
校
の
先
生
や
小
児

科
医
等
で
構
成
さ
れ
る
町

教
育
支
援
委
員
会
で
、
配

慮
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

園
児
・
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
配
置
し
て
い
る
。

　
　

保
護
者
か
ら
の
配
置
希

望
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
平
成
29
年
度
は
23
人

の
支
援
員
を
配
置
し
た
。

年
度
途
中
で
転
出
し
た
対

象
者
が
い
た
た
め
、支
援

員
賃
金
を
減
額
し
た
。

問　

学
校
の
光
熱
費
は
。

　
　
　
　
　
　
（
稲
田
議
員
）

答　

太
陽
光
発
電
施
設
の
有

無
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。　

　
　

北
伊
予
中
学
校
、
松
前

中
学
校
、
岡
田
小
学
校
の

３
校
に
設
備
が
あ
り
、太

陽
光
発
電
に
よ
り
、３
校

合
わ
せ
て
約
226
万
円
の
収

入
を
得
た
。

◎
福
祉
部
所
管

問　

愛
顔
の
子
育
て
応
援
事

業
の
執
行
率
が
低
い
が
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
田
中
議
員
）

答　

第
２
子
が
生
ま
れ
た
家

庭
に
対
し
、５
万
円
分
の

紙
お
む
つ
チ
ケ
ッ
ト
を
交

付
す
る
。
当
初
は
使
用
率

を
70
％
と
見
込
ん
で
い
た

が
、実
際
の
使
用
率
が
半

分
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、

使
用
状
況
を
調
査
し
、来

年
度
予
算
の
参
考
に
し
た

い
。

問　

職
員
の
超
過
勤
務
は
。

　
　
　
　
　
　
（
城
村
議
員
）　

答　

平
成
29
年
度
か
ら
保
育

幼
稚
園
係
が
新
設
さ
れ
、

１
人
当
た
り
の
超
過
勤
務

は
や
や
減
少
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、も
と
も
と
の

事
務
量
自
体
が
多
く
、新

た
に
発
生
し
た
事
務
も
あ

る
た
め
、
依
然
、
超
過
勤

務
は
多
い
。
交
代
し
な
が

ら
休
み
を
取
る
よ
う
、指

導
し
て
い
る
。

意
見 

事
務
内
容
や
、職
員

配
置
の
見
直
し
を
行
い
、負

担
軽
減
に
努
め
て
ほ
し
い
。

問　

旧
宗
意
原
保
育
所
解
体

に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
の
時
期
は
妥
当

か
。　
　
　
（
田
中
議
員
）

答　

解
体
費
用
設
計
後
、
改

め
て
行
っ
た
。

　
　

今
後
、同
様
の
設
計
を

行
う
場
合
は
、設
計
に
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
含

め
る
よ
う
に
す
る
。

意
見 

効
率
よ
く
事
務
を

進
め
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ

し
い
。

問　

交
通
指
導
員
の
構
成

は
。　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

交
通
指
導
員
は
、
町
内

３
校
区
で
26
人
お
り
、１

校
区
当
た
り
10
人
前
後
で

指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
。
指
導
員
に
は
非
常
勤

職
員
と
し
て
報
酬
を
支

払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交

通
安
全
協
会
に
所
属
す
る

指
導
員
３
人
の
人
件
費

を
、松
前
町
と
伊
予
市
で

負
担
し
て
い
る
。
負
担
割

合
は
免
許
取
得
人
口
や
学

校
数
な
ど
で
按
分
し
、松

前
町
が
39
・
９
％
、
伊
予

市
が
60
・
１
％
で
あ
る
。

問　

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽

減
補
助
は
。（
藤
岡
議
員
）

答　

国
費
で
、
介
護
保
険
料

を
軽
減
す
る「
低
所
得
者
保

険
料
軽
減
」、県
費
で
、介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
分

を
軽
減
す
る「
低
所
得
者
対

策
」と
い
う
補
助
が
あ
る
。

問　

介
護
保
険
料
の
滞
納
対

策
は
。　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

滞
納
者
の
財
産
調
査
を

行
っ
た
上
で
、
不
納
欠
損

等
の
滞
納
整
理
を
進
め
て

い
る
。
納
入
の
必
要
性
を

十
分
説
明
し
、
理
解
を
得

な
が
ら
徴
収
に
取
り
組
む
。

問　

保
険
給
付
費
の
不
用
額

は
。　
　
　
（
影
岡
議
員
）

答　

一
人
当
た
り
の
給
付
額

が
見
込
み
よ
り
減
少
し
た

こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

問　

老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置

費
の
不
用
額
は
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
井
議
員
）

答　

年
度
内
で
入
所
者
の
移

動
が
あ
り
、予
算
計
上
時

の
人
数
と
差
が
生
じ
た
た

め
で
あ
る
。

各
課
へ
の
意
見
・
要
望 

①
事
業
毎
に
執
行
率
と
不

用
額
を
明
示
し
反
省
点

を
説
明
す
べ
き
。
来
年

度
予
算
に
反
省
点
を
ど

う
反
映
す
る
の
か
新
年

度
予
算
説
明
時
に
報
告

を
望
む
。

②
細
節（
使
用
用
途
の
詳

細
）を
表
示
し
て
説
明
し

て
ほ
し
い
。

③
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
慎
重
に
文
書

管
理
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
（
全
員
一
致
で
認
定
）

事
業
会
計

議
案
第
54
号　

松
前
町
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定

問　

水
道
の
有
収
率
は
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

水
道
管
の
漏
水
対
策
を

実
施
し
て
き
た
こ
と
で
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
た
が
、平

成
29
年
度
は
複
数
箇
所
で
漏

水
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
た

め
前
年
度
を
下
回
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、有
収
率

が
90
％
を
切
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
漏
水
調
査
を
実
施
し
、

計
画
的
な
修
理
を
行
う
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
認
定
）

北伊予中学校の太陽光パネル
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平
成
30
年
度
９
月
補
正
予
算
審
査

　
　
　
　
　

議
案
第
55
号

一
般
会
計

◎「
総
務
部
所
管
等
」

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

◎「
産
業
建
設
部
所
管
」

問　
「
薬
用
作
物
生
産
流
通

体
制
支
援
事
業
」は
。

　
　
　
　
　
　
（
早
瀬
議
員
）

答　

薬
草
の
甘
草（
カ
ン
ゾ

ウ
）を
栽
培
す
る
事
業
者

が
、
殺
菌
水
生
成
設
備
及

び
冷
蔵
保
管
庫
を
購
入
予

定
で
あ
る
。

問　
「
米
政
策
改
革
支
援
事

業
」は
。　

（
村
井
議
員
）

答　

松
前
町
特
産
の
は
だ
か

麦（
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
）の
作

付
面
積
拡
大
分
に
対
し
、

種
子
購
入
代
金
の
２
分
の

１
を
生
産
者
に
補
助
す

る
。
農
家
の
件
数
で
な
く
、

計
画
面
積
を
12
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
し
て
予
算
計
上
し
て

い
る
。　

問　
「
認
定
農
業
者
経
営
発

展
支
援
事
業
」は
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

地
域
で
農
業
を
主
体
と

な
っ
て
支
え
る
認
定
農
業

者
が
購
入
す
る
農
業
機
械

の
一
部
を
助
成
す
る
。

　
　

コ
ン
バ
イ
ン
と
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
タ
リ
ー
を
購
入
予

定
で
、事
業
費
は
約
820
万

で
あ
る
。

問「
道
路
舗
装
改
修
工
事
」

の
工
事
単
価
は
。

　
　
　
　
　
　
（
村
井
議
員
）

答　

町
道
東
６
号
線
及
び
東

68
号
線
の
面
積
１
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
道
路
舗

装
改
修
工
事
は
、
舗
装
を

剥
ぎ
取
っ
て
打
ち
換
え
の

た
め
、オ
ー
バ
ー
レ
イ
工

法
に
比
べ
工
事
単
価
が
高

く
な
る
。

◎「
教
育
委
員
会
所
管
」

問　
「
松
前
幼
稚
園
２
階
保

育
室
空
調
設
備
取
替
工

事
」は
。　
（
村
井
議
員
）

答　

設
置
か
ら
19
年
経
過
し

修
繕
が
困
難
な
た
め
、現

在
設
置
し
て
い
る
天
井
吊

り
下
げ
式
と
同
等
の
エ
ア

コ
ン
と
取
替
え
る
。

問　

エ
ア
コ
ン
故
障
中
で
、

そ
の
間
の
園
児
へ
の
熱
中

症
対
策
は
適
切
か
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中
議
員
）

答　

冷
房
設
備
の
整
っ
た
代

替
教
室
を
使
用
し
て
い
た

た
め
問
題
は
な
か
っ
た
。

意
見 

設
計
金
額
が
高
額

で
あ
る
。
業
者
見
積
を
し
て

そ
れ
を
参
考
に
金
額
を
出

す
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

◎「
保
険
福
祉
部
所
管
」

問　

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

に
係
る
補
助
を
予
定
し
て

い
た
事
業
が
、今
年
度
内

の
完
成
が
困
難
と
な
っ
た

理
由
は
。　
（
村
井
議
員
）

答　

今
回
は
致
し
方
な
く
、

町
と
し
て
も
こ
の
ま
ま
認

定
こ
ど
も
園
が
で
き
な
い

と
な
る
と
、待
機
児
童
の

関
係
も
あ
り「
子
ど
も
に

迷
惑
が
か
か
る
」こ
と
に

な
る
。
や
む
を
得
ず
補
正

で
減
額
を
し
、計
画
を
１

年
ず
ら
す
こ
と
と
し
た
。

遅
く
と
も
年
内
に
開
発
許

可
申
請
が
で
き
る
と
の
回

答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問　
「
公
共
施
設
温
暖
化
対

策
推
進
事
業
」は
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

環
境
省
の「
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
事
業
」の
執
行
団

体
で
あ
る
、一
般
財
団
法

人　

環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
情
報
機
構
に
、
平
成
30

年
度
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

に
て
松
前
町
の
公
共
施

設
の
管
理
、
運
転
状
況
調

査
、省
エ
ネ
診
断
等
を
委

託
し
、新
た
な
第
４
次
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
策
定
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

, 
13.1%

, 3.6%
,

12.0%

, 2.9%

,
33.0%

,
33.0%

, 4.8% , 4.4%
, 0.3%

, 
11.5%

, 1.8%

, 7.3%

, 5.1%

2017 CO2

収穫した甘草を滅菌する機械

農業振興にも力を入れる松前町で

開催されたグレートパンプキンコンテスト

エアコンが松前幼稚園保育室の天井に
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特
別
会
計

議
案
第
56
号

松
前
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

要
旨 

今
回
の
補
正
予
算

は
、
前
年
度
の
決
算
に
伴

う
清
算
を
行
い
、
国
及
び

一
般
会
計
に
返
納
す
る
も

の
だ
。

　

ま
た
、
国
保
事
業
報
告

シ
ス
テ
ム
の
法
改
正
及
び

元
号
改
正
に
対
応
す
る
た

め
の
委
託
料
を
補
正
す
る
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

　
　
　
　

議
案
第
57
号

松
前
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

要
旨 

今
回
の
補
正
予
算

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
法
改

正
及
び
、
元
号
改
正
に
対

応
す
る
た
め
の
改
修
委
託

料
を
補
正
す
る
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
58
号

松
前
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

要
旨 

今
回
の
補
正
予
算

は
、前
年
度
の
決
算
に
伴
う

清
算
を
行
い
、
国
と
支
払

基
金
及
び
一
般
会
計
に
返

納
す
る
と
と
も
に
、
運
営

基
金
に
積
立
て
る
も
の
だ
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
の
元
号
改
正
に
対
応

す
る
た
め
の
改
修
委
託
料

を
補
正
す
る
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
59
号

松
前
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

要
旨 

今
回
の
補
正
予
算

は
、
平
成
29
年
度
に
借
入

れ
た
地
方
債
に
お
け
る
平

成
30
年
度
分
の
償
還
金
額

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り

補
正
を
行
う
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

平成30年度一般会計補正予算概要
平成３０年度９月一般会計補正予算・専決処分　金額

本年度予算 10,013,982 10,210,195 22,226 10,232,421 -181,888 10,050,533

平成３０年度９月一般会計補正予算・専決処分　主要事業　内訳

松前小・岡田小ブロック塀改修 0 0 11,575 11,575 0 11,575
不燃物置き場ブロック塀改修 0 0 5,229 5,229 0 5,229
町営住宅ブロック塀改修 0 0 3,046 3,046 0 3,046
岡田中ブロック塀改修 0 0 2,160 2,160 0 2,160
二名・白鶴保育所ブロック塀改修 0 0 216 216 0 216
保育所・認定子ども園施設整備補助金 327,595 327,595 0 327,595 -327,595 0
障がい児通所給付 70,195 70,195 0 70,195 54,315 124,510
北伊予小・岡田小プール改修 0 0 0 0 13,360 13,360
県港湾事業負担金 0 0 0 0 12,220 12,220
公共施設温暖化対策推進 0 0 0 0 9,984 9,984
町道東6・68号舗装補修 0 0 0 0 7,500 7,500
旧松前老人憩いの家解体 475 475 0 475 6,545 7,020
横井手用水樋門負担金 0 0 0 0 6,400 6,400
小富士保育所床面改修 0 0 0 0 5,195 5,195
社会保障・税番号制度システム改修 0 0 0 0 4,731 4,731
松前幼稚園エアコン取替え 0 0 0 0 4,492 4,492
認定農業者支援補助金 0 0 0 0 3,469 3,469
生活道路改良整備事業負担金 0 0 0 0 2,830 2,830
薬用作物支援補助金 0 0 0 0 2,321 2,321
北黒田用水ポンプ改修ほか 0 0 0 0 2,300 2,300
コミュニティバス運行支援補助金 12,370 12,370 0 12,370 1,668 14,038
ブロック塀の安全点検 0 0 0 0 1,497 1,497
いちご生産拡大事業 0 0 0 0 356 356
オリジナルナンバープレート製作 50 50 0 50 346 396
はだか麦作付支援補助金 0 0 0 0 212 212
* 補正予算の内容は主なものを記載していますので、補正額とは一致しない場合があります。

９月補正額 ９月補正後

区　　　　　　分 当初予算額 ６月補正後 専決処分額 専決処分後 ９月補正額 ９月補正後

区　　　　　　分 当初予算額 ６月補正後 専決処分額 専決処分後

* 補正予算の内容は、主なものを表記していますので補正額とは一致しない場合があります。
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㊽
松
前
町
議
会
議
員
及
び
松

前
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例

要
旨

　

公
職
選
挙
法
第
172
条
の

２
の
規
定
に
よ
り
、松
前
町

議
会
議
員
及
び
松
前
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公

報
を
発
行
す
る
た
め
、新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

の
選
挙
公
報
導
入
状
況

は
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
早
瀬
議
員
）

答　

愛
媛
県
内
で
は
、
県
、

松
山
市
、
西
条
市
及
び

新
居
浜
市
の
４
自
治
体
が

条
例
を
制
定
し
、選
挙
公

報
を
発
行
し
て
い
る
。
な

お
、愛
媛
県
下
の「
町
」で

は
初
の
実
施
と
な
る
。

問　

掲
載
文
及
び
写
真
等
、

申
請
時
の
審
査
の
規
定
は

条
例
で
定
め
な
く
て
よ
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中
議
員
）

答　

選
挙
公
報
に
お
け
る
掲

載
文
及
び
写
真
の
大
き
さ

は
、
松
前
町
選
挙
管
理
委

員
会
が
決
定
す
る
。

　
　

更
に
、候
補
者
の
経
歴

等
に
つ
い
て
は
、立
候
補

届
の
事
前
審
査
で
原
稿
を

精
査
す
る
が
、
基
本
、
申

請
の
あ
っ
た
内
容
を
掲
載

す
る
。

　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

要
旨

　

愛
媛
県
漁
業
信
用
基
金

協
会
の
財
務
内
容
改
善
の

た
め
、
松
前
町
の
出
資
金

27
口
、135
万
円
の
う
ち
、出

資
口
数
９
口
、
45
万
円
を

減
じ
る
こ
と
で
発
生
す
る
、

払
戻
請
求
権
を
放
棄
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

愛
媛
県
漁
業
信
用
基
金

協
会
は
、
漁
業
者
等
へ
の

円
滑
な
融
資
の
た
め
に
債

務
を
保
証
す
る
目
的
で
昭

和
28
年
６
月
に
設
立
さ
れ

た
が
、
安
定
し
た
保
障
業

務
の
継
続
、
今
後
予
測
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

に
よ
る
漁
家
経
営
の
影
響

等
を
考
慮
し
、
組
織
強
化

を
図
る
た
め
に
全
国
協
会

と
合
併
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
４
月
に
一
次

合
併
が
あ
り
、平
成
31
年
４

月
の
二
次
合
併
で
完
了
と

な
る
が
、合
併
前
に
欠
損
金

を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
、

出
資
金
の
減
資
に
よ
り
欠

損
金
を
補
填
す
る
こ
と
が

必
至
で
、
出
資
者
に
よ
る

払
戻
請
求
権
の
放
棄
が
必

要
と
な
る
。
払
戻
請
求
権

の
額
は
、
減
資
口
数
９
口
、

45
万
円
×
減
額
率
と
な
っ

て
い
る
。

問　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
　
　
（
村
井
議
員
）

答　

大
災
害
に
よ
り
想
定
さ

れ
る
代
位
弁
済
の
増
大
に

対
し
、安
定
的
な
財
務
基

盤
と
組
織
体
制
の
強
化
に

繋
が
る
。

ま
た
、
早
期
復
旧
・
復

興
に
必
要
な
資
金
の
事
務

処
理
上
の
迅
速
化
が
図
れ

る
。

　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

請
願
第
１
号

日
本
政
府
が「
核
兵
器
禁

止
条
約
」に
署
名
・
批
准
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

◎
請
願
者　

2018
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進
四
国
コ
ー
ス
愛

媛
県
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　

今
井
正
夫

◎
紹
介
議
員　

金
澤　

浩

要
旨

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆

か
ら
73
年
目
に
な
る
。

　

こ
の
地
球
上
か
ら
核
兵

器
を
な
く
す
こ
と
は
、
原

爆
被
害
者
の
悲
願
で
あ
り
、

「
非
核
三
原
則
」
を
国
是
と

す
る
核
兵
器
反
対
の
わ
が

国
の
政
策
と
も
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
7
月
、
国
連
で
122

カ
国
の
賛
成
を
得
て「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択

さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
は「
目
標
は
同

じ
で
も
手
段
が
違
う
」と
し

て
、こ
の
条
約
に
反
対
を
表

明
し
て
い
る
が
、
今
こ
そ

日
本
は
、唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
地
球
上
の
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
、
国
際
間

の
調
整
役
な
ど
主
導
的
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
日
本
政

府
お
よ
び
国
会
に
対
し「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
に
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
も
の
で
あ
る
。

継
続
審
査
理
由

　

請
願
者
が
提
出
し
た
請

願
書
以
外
の
資
料
が
議
会

審
議
に
配
布
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、公
平
公
正
な
判
断

の
も
と
審
査
が
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
調
査
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

継
続
審
査
と
し
た
。

（
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と

し
た
）

総

務

産
業
建
設
選
挙
公
報
で
投
票
率
ア
ッ
プ
を
！
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委員会ニュース

㊾
松
前
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
及
び
松
前
町
執
行
機
関

の
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　

町
長
の
附
属
機
関
と
し

て
松
前
町
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
検
討
委
員

会
を
新
た
に
設
置
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

問　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
支
援
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
（
稲
田
議
員
）

答　

認
知
症
の
重
症
化
を
予

防
す
る
た
め
、認
知
症
又

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
を

訪
問
し
面
接
を
行
う
。
専

門
医
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

受
け
な
が
ら
、必
要
に
応

じ
て
医
療
機
関
に
つ
な
げ

た
り
、適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
な
ど
を
行

う
。
今
回
設
置
さ
れ
る
検

討
委
員
会
は
、チ
ー
ム
運

営
や
地
域
で
の
認
知
症
対

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　

チ
ー
ム
へ
の
相
談
は
、

家
族
か
ら
の
申
出
だ
け
を

受
け
る
の
か
。　

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

家
族
以
外
の
支
援
者
か

ら
の
申
出
に
対
応
す
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

更
新
に
つ
い
て
は
連
携
し

て
活
動
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

連
携
は
し
て
い
な
い
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
委

員
で
対
応
す
る
。

問　

委
員
報
酬
が
一
般
的
な

行
政
委
員
と
同
額
だ
が
、

専
門
職
の
参
加
に
よ
る
報

酬
額
の
増
加
は
な
い
の

か
。　
　
　
（
加
藤
議
員
）

答　

委
員
に
は
医
師
も
参
加

さ
れ
る
が
、チ
ー
ム
運
営

に
関
し
意
見
を
い
た
だ
く

も
の
で
医
療
的
助
言
で
は

な
い
た
め
、報
酬
は
一
般

的
な
行
政
委
員
と
同
額
に

な
っ
て
い
る
。

問　

若
年
性
認
知
症
へ
の
対

応
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く

制
度
で
あ
る
た
め
、対
象

は
40
歳
以
上
の
方
に
な

る
。

意
見 

適
切
な
初
期
対
応

を
行
う
こ
と
で
認
知
症
の

重
症
化
の
防
止
や
、あ
る
程

度
の
機
能
回
復
も
期
待
で

き
る
。
チ
ー
ム
の
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

㊿
松
前
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

問　

町
内
に
今
回
の
条
例
改

正
に
関
わ
る
施
設
は
あ
る

の
か
。　
　
（
藤
岡
議
員
）

答　

現
時
点
で
は
な
い
。
今

後
、施
設
が
で
き
た
と
き

に
対
応
す
る
よ
う
改
正
を

行
う
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

松
前
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　

２
０
１
７
年
愛
媛
国
体

に
お
け
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
将
来
に

伝
え
る
た
め
、松
前
町
ホ
ッ

ケ
ー
公
園
の
名
称
を
、「
松

前
町
国
体
記
念
ホ
ッ
ケ
ー
公

園
」に
変
更
す
る
も
の
。

問　

本
年
度
予
算
で
公
園
へ

の
案
内
看
板
を
４
ヶ
所
、

設
置
予
定
だ
が
変
更
は
ま

だ
間
に
合
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
（
住
田
議
員
）

答　

10
月
頃
の
入
札
を
予
定

し
て
い
る
た
め
名
称
変
更

に
よ
る
追
加
費
用
な
ど
の

影
響
は
な
い
。

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

意
見 

正
式
名
称
は
長
い

た
め
通
称
を
付
け
て
は
ど

う
か
、
と
の
意
見
が
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

集
中
支
援
チ
ー
ム
で
認
知
症
の

早
期
診
断
・
対
応
を
！！

文
教
厚
生

認知症初期集中支援チーム設置促進モデル事業の概念図

【検討内容の例】
○ 認知症の相談・応需機能の充実のために初期集中支援チームをどのように位置づけるか
○ 認知症の早期診断、早期対応に向けて何が課題か
○ 初期の認知症の人々のニーズと受け止められる資源はあるか
○ 地域での認知症施策はどうあるべきか など

郡市医師会

サポート医

認知症

疑い

日常診療

本人

自宅

確定診断

地域包括支援センター等

引き継ぎ

介護支援専門員等

かかりつけ医

家族

相談

相談

認知症初期集中支援チーム

日常支援（必要な支援）

訪 問

認知症疾患医療センター

相談・受診

気づき

連携 連携
かかりつけ医

連携 連携

保健所など 地域包括支援センター

市町村

介護支援専門員
団体等

市町村

保健・福祉・医療

認知症初期集中支援チームの設置及び活動について検討
一体的に事業を推進していくための合意の場

認知症初期集中支援チーム検討委員会（市町村）

医療介護
専門職

専門医

＋

ﾁｰﾑ員会議 アセスメントに基づく専門医受診等の
判断、受診方法の検討 など

①訪問（アセスメント）

②チーム員会議
（受診の必要性の判断等）

③訪問（受診勧奨）

④訪問（初期集中支援）

手
順

検
査
や

診
察
の
紹
介

1

名
称
変
更
!!

『
松
前
町
国
体
記
念

ホ
ッ
ケ
ー
公
園
』に
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報告事項・追加議案

　

専
決
事
項
の
報
告
１
件
、

請
願
１
件
、
承
認
１
件
、
報

告
事
項
１
件
、審
議
案
件
14

件
が
上
程
さ
れ
、即
決
以
外

は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
。

　

最
終
日
の
追
加
議
案
を
含

め
全
議
案
に
つ
き
十
分
な
審

議
の
後
議
決
し
た

（
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。）

報
告
事
項

⑤
専
決
処
分
の
報
告

（
西
公
民
館
耐
震
補
強
建

築
主
体
工
事
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
）

・
玄
関
ス
ロ
ー
プ
設
置
及
び

既
設
ス
ロ
ー
プ
へ
の
手
摺

設
置
の
追
加
工
事
を
行
う

た
め
契
約
金
額
の
増
額
が

必
要
に
な
っ
た
た
め
専
決

処
分
し
た
も
の
。

１
５
９
万
円
増
額
し
て
、

変
更
後
の
請
負
金
額
が

６
２
８
２
万
円
と
な
っ
た
。

㊼
専
決
処
分
の
承
認

（
専
決
処
分
に
な
っ
た
理
由
）

　

平
成
30
年
６
月
18
日
に
発

生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
に

よ
り
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
た
事
故
を
受
け
町

内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を
し

た
結
果
、改
修
や
撤
去
等
の

対
応
が
必
要
と
確
認
さ
れ

た
。
早
急
な
工
事
の
施
工
で

経
費
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

専
決
処
分
し
た
。

　

町
内
23
施
設
中
８
施
設

　

予
算
額　

２
２
２
３
万
円

　
　
　
（
全
員
一
致
で
可
決
）

⑥
平
成
29
年
度
決
算
に
係
る

財
政
指
標
の
報
告

　

平
成
29
年
度
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
は
、い
ず
れ
も
適
正
に

作
成
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査

委
員
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
左
表
を
参
照
）

追
加
議
案

Ｈ
30
幹
道
第
１
号
―
２
町
道

西
古
泉
筒
井
線
道
路
改
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て入
札
日（
８
社
の
入
札
）

　

平
成
30
年
８
月
８
日

工
期議

決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日

～
平
成
31
年
２
月
28
日

請
負
金
額

　

５
８
９
７
万
４
千
円

工
事
請
負
業
者

伊
予
郡
松
前
町
大
字
浜

　
　
　
　
　

１
０
１
７
番
地

　

出
海
産
業　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

出
海　

満
祐

　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
議
論
に
な
っ
た
こ
と

　

全
員
協
議
会
で
理
事
者

側
の
説
明
に
対
し
て
、

町
独
自
の
入
札
方
法
な
ど

に
疑
義
が
あ
り
、
本
会
議

に
て
意
見
が
分
か
れ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た平成２９年度

健全化判断比率及び資金不足比率報告
健全化判断比率 平成 29 年度（％）早期健全化基準（％）

実質赤字比率 ― 　１４．２０

連結実質赤字比率 ― 　１９．２０

実質公債費比率 　９．１ 　２５．００

将来負担比率 ７８．５ ３５０．００

※実質収支と連結実質収支が黒字のため、健全財政です。
　実質赤字比率と連結実質赤字比率はありません。

会　計　名 比　率　名 平成 29 年度 経営健全化基準

水道事業会計 資金不足比率 ― ２０．０

公共下水道事業
特別会計 資金不足比率 ― ２０．０

※資金不足額が無いため、
　資金不足比率は
　ありません。

H30 幹道第１号−２　町道西古泉筒井線道路改築工事
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賛　否　表

９月定例議会 提出議案等への各議員
賛否表

○賛成　●反対　△議長　欠：欠席　不：採決時不在

　

報告・議案等番号、内容

議員名 関
連
ペ
ー
ジ

住
田　

英
次

田
中　

周
作

金
澤　
　

浩

影
岡　

俊
範

稲
田　

輝
宏

城
村
ト
キ
子

村
井
慶
太
郎

藤
岡　
　

緑

加
藤　

博
德

八
束　
　

正

岡
井
馨
一
郎

早
瀬　

武
臣

三
好　

勝
利

伊
賀
上
明
治

報5
専決処分の報告について

（西公民館耐震補強建築主体工事変更請負契約の締
結について）

受　理 10 − − − − − − − − − − − − − −

報6 平成29年度決算に係る財政指標の報告について 受　理 10 − − − − − − − − − − − − − −

−
請願第１号日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・
批准することを求める意見書の提出についての継
続審査の申し出の件

継続審査 8 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ △ ○ ● ● ●

47 専決処分の承認を求めることについて
（平成30 年度松前町一般会計補正予算（第２号）） 承　認 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △　○ ○ ○ ○

48 松前町議会議員及び松前町長の選挙における選挙
公報の発行に関する条例 可　決 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

49
松前町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例及び松前町執行機関の附属機
関設置条例の一部を改正する条例

可　決 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

50 松前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可　決 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

51 松前町都市公園条例の一部を改正する条例 可　決 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

52 権利の放棄について 可　決 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

53 平成29 年度松前町歳入歳出決算認定について 認　定
2
〜
5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

54 平成29 年度松前町水道事業会計決算認定について 認　定 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

55 平成30年度松前町一般会計補正予算（第３号） 可　決 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

56 平成30年度松前町国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 可　決 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

57 平成30年度松前町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号） 可　決 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

58 平成30年度松前町介護保険
特別会計補正予算（第２号） 可　決 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

59 平成30年度松前町公共下水道事業
特別会計補正予算（第２号） 可　決 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

60 Ｈ30幹道第１号−２ 町道西古泉筒井線道路
改築工事請負契約の締結について 可　決 10 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
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一
般
質
問
と
は 

◦
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
し
、
町
長

な
ど
が
答
弁
す
る
も
の
で

す
。

◦
議
員
一
人
当
た
り
の
発
言

時
間
は
45
分
以
内
で
す
。

　
（
行
政
側
か
ら
の
答
弁
の

時
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

◦
一
問
一
答
を
、
更
に
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
件

名
ご
と
に
質
問
し
、
そ
れ

だ
け
に
回
答
す
る
方
式
に

し
て
い
ま
す
。

◦
更
に
回
答
内
容
に
つ
い
て

深
く
ま
た
関
連
し
て
質
問

す
る
場
合
は
再
質
問
で
き

ま
す
。

◦
登
壇
は
、
通
告
書（
質
問

内
容
を
要
約
し
た
書
類
）

の
提
出
順
に
行
わ
れ
ま

す
。

村井　慶太郎　　議員（13ページ）

◆小中学校のエアコン設置は
◆災害における事前対策はできているか
◆解体工事の設計委託料は必要か
◆町営住宅の設置備品ついて

金澤　　 浩　　 議員（14ペ ー ジ ）

◆町民を守る予算配分の優先順位は
◆町立保育所の建替えでの支援は

藤岡　　緑　　　議員（16ページ）

◆子育て支援の充実に向けての対策は　　　　　　　　　　　　
◆子どもの貧困対策は
◆防災情報共有への対策と県内統一システムでの
　支援体制は

影岡　　俊範　　議員（15ページ）

◆学校運営協議会の設置は
◆学校における働き方改革での対策は
◆公共施設等総合管理計画の更なる推進は

加藤　　博德　　議員（17ページ）

◆障がい者雇用率と今後の計画は
◆今後の町花「ひまわり」の栽培拡大は
◆教育教材の利用状況と導入促進への考えは

いっぱん

質問

ズ
バ
リ

こ
こ
が
聞
き
た
い

５議員が登壇
◆赤字項目は、本文で紹介しています。
◆緑字項目は一部 20 ページで紹介。
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問　

気
象
庁
の
情
報
か
ら

浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
地

域
は
想
定
さ
れ
る
。
土
の

う
の
前
日
配
布
を
し
て
は

ど
う
か
。

答　

和
田
総
務
課
長

　

町
と
し
て
は
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
、従
来
、

住
民
か
ら
の
土
の
う
要
請
に

よ
り
、
消
防
署
や
消
防
団
と

と
も
に
、
土
の
う
の
配
布
を

事
前
に
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
台
風
18
号
を
教
訓

と
し
て
、
風
水
害
時
に
円
滑

に
土
の
う
を
配
布
で
き
る
よ

う
に
、今
年
度
、松
前
消
防
署

内
へ
土
の
う
置
場
を
設
置
し
、

常
時
約

2,500
袋
の
土
の
う
を
備

蓄
し
て
い
る
。

　

土
の
う
に
つ
い
て
は
、可

能
な
方
は
で
き
る
だ
け
各
自

で
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
年
の
７
月
豪
雨
や
台
風

20
号
の
際
に
も
、
前
も
っ
て

消
防
署
へ
土
の
う
を
取
り
に

来
ら
れ
た
方
も
い
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
講
習
会

な
ど
で
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
仮
称
）の
設
置
と
、土
の
う

対
応
に
つ
い
て
も
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
に

よ
る
前
日
配
布
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

昨
今
、
全
国
的
に
も

災
害
的
猛
暑
が
続
い
て
お

り
、
熱
中
症
が
増
加
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
の
命
を
預
か
る

立
場
の
学
校
に
お
い
て
は
、

健
康
面
か
ら
も
、
小
中
学

校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、町
の
考
え
は
。

答　

岡
本
町
長

　

今
年
の
暑
さ
は
、命
に
か

か
わ
る
暑
さ
と
い
わ
れ
、学

校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
要
望
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ

を
は
じ
め
各
種
団
体
や
町
政

懇
談
会
の
参
加
者
か
ら
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

町
と
し
て
は
、児
童
生
徒

の
生
命
・
健
康
を
守
る
た
め

に
、で
き
る
限
り
早
急
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

政
府
は
、「
来
年
、夏
に
間

に
合
う
よ
う
責
任
を
持
っ
て

学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

支
援
す
る
」と
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
か
ら
、そ
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
今
後
、
整

備
手
法
を
検
討
し
、来
年
夏

ま
で
の
設
置
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

浸
水
被
害
の
防
止
に
向
け
た
事
前
対
策
は

学
校
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
早
期
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

村井　慶太郞　議員 来年夏までに小中学校の全教室にエアコン設置予定。健康な状態で勉強に集中できます。

すでにエアコン設置完了の岡田中学校特別教室

問　

浸
水
被
害
の
多
い
地

域
の
消
防
団
の
分
団
に

ボ
ー
ト
の
設
置
を
し
て
は

ど
う
か
。

答　

町
と
し
て
は
、平
成
３

年
の
台
風
19
号
を
契
機
と
し

て
、平
成
５
年
に
船
外
機
付

き
の
小
型
ボ
ー
ト
１
艘（
そ

う
）を
消
防
団
に
配
備
し
て

お
り
、平
成
24
年
に
更
新
し

て
い
る
。

　

な
お
、
災
害
時
に
小
型

ボ
ー
ト
が
必
要
な
消
防
団
の

分
団
は
、い
つ
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
消
防
署
で
管
理
し

て
い
る
。

　

ま
た
、民
間
業
者
と
災
害

時
に
お
け
る
物
資
供
給
等
に

関
す
る
協
定
に
よ
り
、必
要

な
場
合
は
、要
請
時
点
で
必

要
な
数
量
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、更
な
る
小
型

ボ
ー
ト
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
配

備
は
考
え
て
い
な
い
。
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金澤　浩　議員

答　
仲
島
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

国
の
補
助
金
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、来
年
夏
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
費
用
の
概
算

は
、業
者
試
算
に
よ
る
と
約

３
億
円
に
な
る
。

答　

岡
本
町
長

　

町
民
を
守
る
こ
と
に
ウ

エ
ー
ト
を
置
く
考
え
も
あ
る

が
、そ
れ
も
含
め
全
体
的
に

ど
う
使
う
か
を
考
え
予
算
編

成
を
し
て
い
る
。
事
後
的
に

事
務
事
業
評
価
と
い
う
形
で

評
価
を
し
、そ
の
結
果
と
し

て
縮
小
す
べ
き
事
業
と
、廃

止
す
べ
き
事
業
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
整
理
し
た

上
で
、次
の
予
算
に
反
映
し

て
い
る
。
今
、
事
務
事
業
評

価
は
内
部
評
価
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
、
内
部

評
価
を
し
た
上
で
第
三
者
外

部
評
価
委
員
会
を
設
け
、外

部
評
価
を
受
け
た
上
で
次
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
形
に
乗
せ

て
い
く
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
目
指
す
取
組
を
す
る
。

問　

国
は
、
小
中
学
校
へ

の
補
助
は
検
討
す
る
が
保

育
所
や
幼
稚
園
は
対
象
外

で
あ
る
。
町
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答　

楠
田
福
祉
課
長

　

幼
稚
園
は
、全
教
室
に
エ

ア
コ
ン
設
置
済
み
。
保
育
所

は
、黒
田
、小
富
士
、松
前
ひ

ま
わ
り
保
育
所
の
３
園
は

設
置
済
み
。
二
名
保
育
所
は

解
体
前
の
宗
意
原
保
育
所
か

ら
エ
ア
コ
ン
を
移
設
す
る
計

画
。

　

白
鶴
保
育
所
は
、利
用
し

て
い
な
い
保
育
室
も
あ
る
た

め
、必
要
数
を
見
き
わ
め
る
。

問　

同
じ
く
町
民
を
守
る

予
算
配
分
で
、
災
害
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。
新
聞
報

道
に
よ
る
と
、
西
日
本
豪

雨
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

約
７
割
が
61
歳
以
上
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

災
害
時
、
高
齢
者
本
人

に
対
し
、
周
囲
の
人
々
は

『
誰
が
』・『
ど
う
行
動
す
れ

ば
よ
い
の
か
』
と
い
う
指

針
を
し
っ
か
り
決
め
、
周

知
徹
底
し
た
結
果
、
大
惨

事
を
避
け
る
事
が
で
き
た

大
洲
市
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
当
町
で
は
、町

と
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携

す
れ
ば
『
高
齢
者
を
救
出

す
る
予
防
策
』
を
万
全
に

講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　

大
川
健
康
課
長

　

高
齢
者
は
、地
域
の
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
か

を
、事
前
に
定
め
る
個
別
計

画
の
作
成
を
自
主
防
災
組
織

に
対
し
て
依
頼
し
て
い
る
。　

　

現
在
、
各
自
主
防
災
組
織

は
、避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
訪
問
調
査
を
行
う
な
ど
、

個
別
計
画
の
作
成
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
は
、支
援
方
法
の
助
言

や
支
援
者
と
な
る
方
へ
の
説

明
を
自
主
防
災
組
織
に
か

わ
っ
て
行
う
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
、今
後
も
個
別

計
画
作
成
に
向
け
て
の
働
き

か
け
を
強
め
て
い
く
。

問　

昨
年
12
月
議
会
時
点

の
答
弁
で
は
避
難
行
動
要

支
援
者
の
個
別
計
画
策
定

済
は
1
件
の
み
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

答　

現
在
も
完
成
し
て
い
る

の
は
１
件
の
み
だ
。

　

た
だ
し
、各
地
域
で
対
象

者
へ
の
訪
問
調
査
を
自
主
防

災
組
織
で
行
っ
て
お
り
、そ

の
中
で
、聞
き
取
り
や
必
要

な
支
援
内
容
を
今
精
査
中

だ
。

　

間
も
な
く
上
が
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
で
き
次
第
、
計

画
と
し
て
組
み
込
む
よ
う
準

備
し
て
い
る
。

町
民
を
守
る
予
算
配
分
の
優
先
順
位
は

問　

６
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た

施
策
に『
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
シ
ス
テ
ム
』
が
あ
る
。
町
民

の
利
便
性
を
考
え
た
施
策
だ
が
、

そ
れ
よ
り
も
増
し
て
予
算
配
分

で
優
先
す
べ
き
は
小
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
だ
と
思
う
。

　
『
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
』
に
は
２
つ
の
意
味
が
あ
る
。

①
町
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

達
の
健
康
と
学
力
増
進
を
守
る
。

②
小
中
学
校
は
災
害
時
の
避
難

場
所
。
非
常
時
の
全
町
民
の
住

環
境
を
守
る
。
と
い
う
こ
と
だ
。　
　

　

自
由
に
使
え
る
予
算
が
８
億

円
と
町
長
は
公
言
さ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、町
民
を
守

る
予
算
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
と

思
う
が
、町
長
の
考
え
は
。
ま
た
、

設
置
の
考
え
と
費
用
の
概
算
は
。
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いっぱん質問

問　

努
力
義
務
化
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
制

度
）の
導
入
の
考
え
は
。

答　

本
馬
教
育
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

制
度
は
、学
校
と
地
域
住
民
、

保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
て
学

校
の
運
営
に
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
と
な
る
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
に
転
換
す
る

た
め
の
仕
組
み
だ
。

　

当
町
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
密

に
し
協
力
を
得
ら
れ
て
い
る
。

　

学
校
経
営
重
点
事
項
に
つ

い
て
も
、学
校
評
価
を
実
施
す

る
際
、全
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
で
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

学
校
関
係
者
評
価
で
地
域

関
係
者
や
有
識
者
か
ら
の
評

価
を
受
け
て
改
善
を
図
っ
て

お
り
、そ
の
充
実
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点

で
は
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
関
す
る
緊
急
対

策
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
制
度
導
入
の
考

え
は
。

答　
仲
島
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

配
置
の
目
的
は
、学
習
プ

リ
ン
ト
等
の
印
刷
業
務
、授

業
準
備
の
補
助
等
を
担
当
さ

せ
、教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、

教
員
が
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
等
に
注
力
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
だ
。

　

人
件
費
負
担
の
割
合
は

国
、
県
５
分
の
３
、
市
町
５

分
の
２
と
な
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
中
予
管
内
小
・
中

学
校
１
２
７
校
の
う
ち
19
校

に
11
人
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
当
町
で
は
、
従
来
よ
り

業
務
改
善
を
進
め
、教
員
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

が
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
配
置
も
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

個
別
施
設
計
画
策
定

に
つ
い
て
の
対
応
を
問
う
。

答　

合
田
財
政
課
長

　

今
後
10
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
、こ
の
期
間
に
お
け
る

各
施
設
の
改
修
計
画
や
改
修

費
用
の
見
込
み
な
ど
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、今

年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
だ
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
推
進
体
制
は
。

答　

副
町
長
を
本
部
長
、
教

育
長
及
び
全
部
局
長
で
構
成

す
る
推
進
本
部
や
、施
設
所
管

課
長
で
構
成
す
る
推
進
検
討

委
員
会
を
当
初
か
ら
各
部
局

横
断
的
に
設
置
し
、全
庁
的
な

体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確

立
、総
合
管
理
計
画
の
見
直

し
・
充
実
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
そ
れ
ぞ
れ
、

当
初
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
中
で
既
に
定
め
て

い
る
。

問　

国
の
財
政
措
置
の
対

象
と
な
る
「
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
」

の
活
用
事
例
は
。

答　

平
成
29
年
度
は
、
徳
丸

中
川
原
消
防
詰
所
解
体
工
事

を
、今
年
度
も
宗
意
原
保
育

所
や
旧
松
前
町
保
健
セ
ン

タ
ー
の
解
体
工
事
の
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
来
年

度
以
降
も
積
極
的
に
活
用
を

図
り
た
い
。

学
校
教
育
と「
地
域
連
携
・
協
働
」の
あ
り
方
は

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の
更
な
る
推
進
は

影岡　俊範　議員

意
見 

文
科
省
の
示
す
組
織

体
制
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

く
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
て

い
る
学
校
現
場
の
課
題
等
を

解
決
し
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、地

域
住
民
等
の
協
力
を
得
て
、

社
会
総
が
か
り
の
教
育
の
実

現
の
た
め
、松
前
の
既
存
の

体
制
を
活
用
充
実
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

北伊予小学校　補充学習 風景

スクールサポート・スタッフ制度は、学校教育の向上充実を支える
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いっぱん質問

藤岡　緑　議員

問　

女
性
就
業
率
の
増
加

と
共
に
０
か
ら
２
歳
児
保

育
が
増
加
し
、
保
育
士
数

や
設
備
の
関
係
で
以
下
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い

る
。
町
の
考
え
を
問
う
。

答　

大
政
保
健
福
祉
部
長

①　

待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策

　

こ
こ
数
年
、
年
度
途
中
に

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

　

現
在
、町
立
保
育
所
で
は

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
ど

も
へ
の
対
応
と
担
任
保
育
士

の
負
担
軽
減
の
た
め
、県
条

例
で
定
め
る
必
要
な
保
育
士

数
を
超
え
て
保
育
士
を
配
置

し
て
い
る
。
学
校
や
幼
稚
園

で
実
施
し
て
い
る
学
校
生
活

支
援
員
を
保
育
所
に
も
配
置

で
き
な
い
か
検
討
中
だ
。
こ

れ
に
よ
り
配
慮
を
要
す
る
子

ど
も
に
対
応
し
て
い
た
保
育

士
を
通
常
の
保
育
業
務
に
当

て
る
こ
と
で
子
ど
も
の
受
入

数
を
拡
大
し
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
。

②　

保
育
士
確
保
に
向
け
て

現
在
行
わ
れ
て
い
る
対
策
と

し
て
は
以
下
の
通
り
。

・
賃
金
の
引
き
上
げ
や
有
給

休
暇
の
拡
充
な
ど
勤
務
条
件

面
の
改
善

・「
保
育
関
係
者
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

学
生
や
潜
在
保
育
士
ら
に
職

員
採
用
試
験
へ
の
応
募
の
呼

び
か
け
を
す
る
。

・
乳
幼
児
を
持
つ
保
育
士
が

町
内
で
働
く
場
合
の
町
内
保

育
所
へ
の
優
先
的
入
所
の
方

策
の
検
討
。
保
育
士
養
成
機

関
の
保
育
実
習
や
中
学
校
の

職
場
体
験
学
習
、
伊
予
高
生

の
保
育
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、保
育
士
を
職
業
と
す

る
選
択
を
契
機
に
と
期
待
し

て
い
る
。

　

今
後
も
先
進
地
の
視
察
研

修
内
容
な
ど
も
参
考
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

更
に
第
二
期
松
前
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
に
向
け
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

保
育
需
要
を
把
握
し
た
上
で

保
育
士
確
保
を
進
め
て
い

く
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
し
て
行
政
の
役
割
に
つ

い
て
問
う
。

答　

大
政
保
健
福
祉
部
長

①　

町
の
支
援
は

　

生
活
の
支
援
と
し
て
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
促

進
子
育
て
支
援
と
し
て
実
施

し
て
い
る「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
」を
通
し
て
子

ど
も
や
保
護
者
に
支
援
が
必

要
と
す
る
場
合
、母
子
保
護

事
業
と
連
携
し
継
続
し
て
家

庭
訪
問
や
育
児
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
の
早
期
発
見
と
適
切
な

対
応
に
努
め
て
い
る
。

　

経
済
的
支
援
と
し
て
一
人

親
家
庭
へ
の
特
別
な
配
慮
と

し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

保
護
者
負
担
金
の
軽
減
や
医

療
費
の
一
部
負
担
な
ど
も
。

　

子
ど
も
食
堂
の
実
施
で
、

貧
困
に
よ
る
子
供
だ
け
の
食

事
を
な
く
し
、町
内
の
幼
児

や
小
学
生
を
対
象
に
食
事
や

学
習
、遊
び
の
支
援
を
社
協

や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中

心
に
行
う
事
業
も
あ
る
。

答　

本
馬
教
育
長

②　

教
育
の
支
援
か
ら

　

学
校
現
場
で
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、

学
習
の
遅
れ
の
あ
る
児
童
生

徒
へ
の
学
習
支
援
を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

進
学
や
就
職
支
援
を
充
実

さ
せ
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の

教
育
の
機
会
均
等
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
全
般
と
行
政
の
役
割
は

子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て

保育士さんの笑顔がみんなのやる気に！
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いっぱん質問

問　

①
障
が
い
者
雇
用
率

の
水
ま
し
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
松
前
町
の
雇
用

率
は
。

②
官
公
庁
で
は
、
障
が
い

者
手
帳
等
の
確
認
規
定
が

無
い
が
、
ど
の
よ
う
に
確

認
し
て
い
る
か
。

③
公
平
、
公
正
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

答　

和
田
総
務
課
長

①
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在

で
松
前
町
の
障
が
い
者
雇
用

率
は
、障
が
い
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
さ
れ
て
い
る
法
定
雇
用

率
の
2.5
％
に
対
し
、町
長
部

局
が
2.75
％
、
教
育
委
員
会
が

3.81
％
で
あ
る
。

②
障
が
い
者
の
確
認
に
つ
い

て
は
、本
町
で
は
身
体
障
が

い
者
の
み
の
た
め
、身
体
障

害
者
手
帳
の
提
示
を
求
め
て
、

障
が
い
の
状
況
を
確
認
し
て

い
る
。

③
障
が
い
者
採
用
試
験
に
よ

り
採
用
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

採
用
後
に
記
載
内
容
を
確
認

し
て
い
る
。

　

障
害
者
手
帳
を
根
拠
と
し

て
い
る
の
で
、公
平
か
つ
公

正
な
事
務
手
続
で
あ
る
と
い

え
る
。

問　

ひ
ま
わ
り
栽
培
は
、

耕
作
放
棄
地
対
策
や
、
３

Ｒ
「
環
境
に
や
さ
し
い
松

前
町
」
の
取
組
と
し
て
栽

培
し
、
種
子
か
ら
油
を
搾

り
、
軽
油
に
精
製
し
環
境

に
や
さ
し
い
油
と
し
て
町

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
使
用

し
て
い
る
。
昨
今
で
は
、種

子
の
採
取
は
専
用
コ
ン
バ

イ
ン
で
行
い
っ
て
い
る
が
、

老
朽
化
が
進
み
不
安
が
あ

る
。
こ
の
事
業
の
今
後
の

方
針
は
。

答　

重
松
町
民
課
長

　

町
で
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
」に
基
づ
い
て
、平

成
18
年
度
よ
り「
ひ
ま
わ
り
」

の
種
か
ら
油
を
採
取
し
て
、

食
用
や
燃
料
と
し
て
利
活
用

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業
に

よ
る
ひ
ま
わ
り
の
種
の
搾
油

量
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
29

年
度
ま
で
に
１
６
２
０
リ
ッ

ト
ル
で
、
こ
れ
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
、

公
用
車
や
ひ
ま
わ
り
バ
ス
に

利
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
量
は
、
約
４
ト

ン
に
な
る
。
こ
れ
は
、
１
年

間
に
杉
の
木 

約
285
本
が
吸

収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
に

相
当
す
る
。

　

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事

業
は
、
愛
媛
県
で
は
松
前
町

だ
け
の
先
進
的
な
事
業
で
あ

る
。

　

農
地
の
保
全
、
景
観
形
成

は
も
と
よ
り
、バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、環
境
負
荷
を

低
減
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
寄
与
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
町
の
環
境
政
策
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
も
継
続
す

る
。

松
前
町
の
障
が
い
者
雇
用
率
に
つ
い
て

町
花
ひ
ま
わ
り
栽
培
、今
後
の
方
針
は

加藤　博德　議員 中川原で栽培しているひまわり
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研 修 報 告

研
修
報
告

　

文
教
厚
生

　
　

常
任
委
員
会

（
８
月
23
日
～
24
日
）

研
修
１
日
目

●
研
修
地

　

千
葉
県
船
橋
市

●
研
修
内
容

　

船
橋
市
の
保
育
士
確
保
の

取
組
は
全
部
で
９
項
目

①　

保
育
士
の
処
遇
改
善
と

し
て

・
市
独
自
の
補
助
金
と
し
て

「
ふ
な
ば
し
手
当
」
➡
給
与

へ
年
間
約
58
万
円
の
上
乗
せ

補
助（
私
立
園
対
象
）

・
臨
時
保
育
士
賃
金
の
引
き

上
げ（
公
立
園
対
象
）

・
常
勤
保
育
士
の
採
用
増

（
公
立
園
対
象
）

②　

保
育
士
宿
舎
借
上
事
業

（
家
賃
補
助
）

　

採
用
後
５
年
目
ま
で
の
保

育
士
に
月
額
８
万
２
千
円
を

上
限
に
補
助（
国
庫
補
助
事

業
・
補
助
率
1/2
）

③　

保
育
士
養
成
修
学
資
金

貸
付
事
業（
市
単
独
事
業
）

　

指
定
保
育
士
養
成
施
設
で

あ
る
学
校
の
学
生
に
月
額

３
万
円
を
貸
付
。
卒
業
後
、

市
内
の
保
育
園
等
保
育
士
と

し
て
正
規
の
修
学
期
間
以
上

勤
務
し
た
場
合
、返
済
を
免

除
。

④　

保
育
士
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
現
在
は
船
橋
市
保
育
協
議

会
が
市
の
補
助
事
業
と
し
て

実
施
）

　
「
ふ
な
っ
し
ー
」
の
デ
ザ

イ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
。
県
内
外
の
保
育
士
養
成

校
等
へ
職
員
が
訪
問
。
船
橋

市
の
魅
力
や
保
育
士
支
援
を

Ｐ
Ｒ
。

⑤　

私
立
保
育
園
合
同
お
し

ご
と
相
談
会

　

年
２
回
開
催
。
船
橋
市
保

育
協
議
会
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

船
橋
と
共
催（
働
き
た
い
方

へ
の
就
職
相
談
会
）。

⑥　

保
育
士
就
職
支
援
研
修

会
　

年
２
回
お
し
ご
と
相
談
会

開
催（
潜
在
保
育
士
も
参
加

で
き
る
）、
保
育
士
と
し
て

の
就
職
に
結
び
つ
く
研
修
会

の
実
施
。

⑦　

保
育
職
場
復
帰
支
援
事

業
　

年
１
回
実
施
。
潜
在
保
育

士
等
が
円
滑
に
復
帰
で
き
る

よ
う
に
、
実
習
受
入
園（
公

立
私
立
）と
実
習
希
望
者
を

市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
。
ま

た
、実
習
時
の
保
険
を
市
の

負
担
で
加
入
。

（
⑤
⑥
⑦
は
現
在
は
船
橋
市

保
育
協
議
会
が
市
の
補
助
事

業
と
し
て
実
施
）

⑧　

保
育
士
就
業
継
続
支
援

研
修

　

年
４
回
実
施
。
現
役
の
保

育
士（
公
立
私
立
）を
対
象

に
、保
育
士
と
し
て
の
就
業

継
続
に
資
す
る
よ
う
に
各
種

研
修
会
の
実
施
。

⑨　

保
育
士
の
子
供
の
優
先

入
所

　

市
内
の
保
育
所
等
に
勤
務

す
る
保
育
士
の
子
ど
も
の
優

先
入
所
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
た
。

◎
そ
の
効
果
等
は

☆「
待
機
児
童
解
消
緊
急
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」が
平
成

27
年
度
に
作
成
さ
れ
劇
的
に

待
機
児
童
数
が
減
少
。

☆
３
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

（
給
与
の
上
乗
せ
補
助
・
月
々

の
家
賃
補
助
・
修
学
資
金
の

貸
付
）の
補
助
を
状
況
に
よ

り
増
額
し
、ま
た
国
の
補
助

な
ど
も
利
用
し
た
。

☆
修
学
資
金
の
貸
付
、保
育

士
試
験
に
よ
る
資
格
取
得
支

援
に
よ
り
志
願
者
は
増
加
。

☆
保
育
士
の
研
修
は
年
４
回

実
施
し
、
給
与
の
上
乗
せ
、

家
賃
補
助
は
基
本
的
に
は
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

☆
保
育
関
係
で
は
３
つ
の
課

を
設
け
、各
支
援
に
平
成
30

年
度
予
算
で
約
12
億
円
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

研
修
２
日
目

●
研
修
地

　

東
京
都
杉
並
区

●
研
修
内
容

　
『
杉
並
区
の
保
育
士
確
保

支
援
策
に
つ
い
て
』

【
補
助
金
等
】

・
人
材
広
告
費
補
助

　

保
育
人
材
の
募
集
に
必
要

な
広
告
費
宣
伝
費
、
会
場
借

上
料
等（
区
の
単
独
事
業
）

・
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業

　

国
・
東
京
都
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
月
額
８
万
２
千

円
を
上
限
と
し
た
支
援
事

業
。

・
保
育
士
資
格
取
得
支
援
事

業
　

国
・
東
京
都
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
保
育
士
資
格
の

取
得
を
支
援
す
る
事
業
者
に

対
す
る
補
助
。

・
商
品
券
支
給

　

４
月
１
日
に
公
立
を
除
く

区
内
の
保
育
施
設
に
新
規
採

用
さ
れ
た
保
育
士
に
対
し

て
支
給
。
区
内
共
通
商
品
券

５
万
円
。

・
こ
れ
か
ら
保
育
士
に
な
ろ

う
と
い
う
人
へ
の
チ
ラ
シ
作

成
（
新
規
開
設
保
育
所
事
業

者
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
：

４
千
部
作
成
）

目的

保
育
士
確
保
対
策
を
学
び
に
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研 修 報 告

第
一
回
町
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加
し
て

７
月
25
日
、議
会
議
員

研
修
会
が
、メ
ル
パ
ル
ク

松
山
に
て
実
施
さ
れ
た
。

愛
媛
県
内
９
町
の
町
議
会

議
員
と
事
務
局
員
が
集
ま
っ

た
研
修
会
。

町
議
会
議
員
研
修
会
は
年

２
回
実
施
さ
れ
る
。

○
前
半

　

講
師　

佐
伯　

啓
思
氏

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

　

演
題

「
日
本
経
済
再
生
へ
の
期
待

と
不
安
」

　

演
題
か
ら
、　

ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
は
間
違
い
か
正
解
か
、

言
い
切
れ
な
い
。　

　

第
三
の
矢
で
あ
る
成
長
戦

略
に
は
疑
問
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
経
済

成
長
で
は
な
く
、数
値
で
表

す
こ
と
が
難
し
い
。

　

生
活
の
質
や
人
と
の
関
係

性
を
、充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、公
共
が

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
地

方
自
治
体
の
方
が
中
央
よ
り

政
策
を
進
め
易
い
、と
の
こ

と
だ
っ
た
。

○
後
半

　

講
師　

呉　

善
花
氏

作
家
・
拓
殖
大
学
国
際
学
部

教
授

　

演
題

「
日
本
・
朝
鮮
半
島
‐
近
未
来

に
起
き
る
こ
と
」

　

韓
国
済
州
島
生
ま
れ
来
日

30
年
で
第
三
者
的
な
考
え
方

に
基
づ
い
た
講
演
で
あ
っ

た
。　

　
「
現
在
、日
本
と
韓
国
・
北

朝
鮮
の
考
え
方
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
深
い
溝
に
な
っ

て
い
る
。

　

韓
国
の
文
大
統
領
の
両
親

は
北
朝
鮮
出
身
の
た
め
大
統

領
は
親
北
朝
鮮
。
南
北
融
合

政
策
を
と
る
場
合
、反
日
政

策
で
ま
と
ま
ろ
う
と
す
る
。

慰
安
婦
問
題
を
引
き
合
い
に

出
し
て
、拉
致
問
題
を
う
や

む
や
に
し
か
ね
な
い
。

　

安
易
に
北
朝
鮮
と
会
談
す

る
の
は
、付
け
入
る
隙
を
与

え
る
だ
け
な
の
で
、良
く
な

い
。

　

政
治
的
に
距
離
を
お
い
て

付
き
合
う
の
が
良
い
」と
の

こ
と
だ
っ
た
。

研
修
後
の
感
想 

○
前
半　

　

松
前
町
も
一
自
治
体
と
し

て
住
民
の
声
を
聞
き
身
近
な

政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

暮
ら
し
の
充
実
に
繫
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

○
後
半

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

の
解
決
は
長
年
の
重
要
課
題

で
あ
る
。

　

日
本
人
と
し
て
国
民
一
人

ひ
と
り
が
人
権
問
題
と
し
て

捉
え
、関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。

『
待
機
児
童
解
消
へ
の
杉
並

区
の
取
組
』

☆
区
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に

よ
る
待
機
児
童
解
消
へ
の

熱
心
な
取
組
。

☆
待
機
児
童
の
定
義
を
独
自

に「
区
の
定
義
」を
設
け
、

国
の
示
す
定
義
に
、「
ベ

ビ
ー
ホ
テ
ル
に
預
け
る

方
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

利
用
す
る
方
・
育
児
休
業

を
延
長
し
た
方
・
求
職
中

の
ひ
と
り
親
家
庭
」等
を

加
え
、よ
り
実
態
を
踏
ま

え
た
待
機
児
童
の
定
義
と

し
て
い
る
。

☆
保
育
士
資
格
を
持
ち
な
が

ら
勤
務
し
て
い
な
い「
潜

在
保
育
士
」に
目
を
つ
け
、

３
年
以
上
保
育
士
と
し
て

勤
務
し
て
い
な
い
人
を
対

象
に
新
規
採
用
時
に
５
万

円
の
商
品
券
を
支
給
。

●
今
後
に
向
け
て 　
　
　
　

　

研
修
先
が
い
ず
れ
も
財
政

規
模
の
大
き
い
所
だ
っ
た

の
で
、全
て
の
施
策
を
参

考
に
は
で
き
な
い
が
学
ぶ

べ
き
点
が
多
か
っ
た
。
担

当
職
員
も
同
行
し
て
い
た

の
で
、今
後
に
期
待
し
た

い
。

窮地が育てるアイデアに研修の成果が…
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いっぱん質問 他

★これも気になる一般質問
Ｑ　町営住宅の退去者が出た後、浴槽や給湯器など
を撤去しているが、使用できるものは撤去せず、入
居者の負担を軽減する考えはないか。

A　新たに入居される方の費用負担の軽減などを考
慮し、退去者が財産放棄した使用できると思われる
設備については、そのまま残しておくことができる
よう、検討したいと考えている。　
　　　　　　　　　　　　　（村井議員の質問より）

Ｑ 昨年の答弁で町立保育所を新築する場合、国の
支援は無いが民間ならあるため、絶対的にコスト面
で民間の方が効率的だと説明を受けた。しかし、そ
の後の調査で、国は私学と公立で補助の差異が生じ
ないように地方財政措置を講じている事が判明した。
二名保育所を閉園にする判断をした昨年の理事者説
明に不備があるのではないか。

A 改めて調べ直した結果、補填のある起債がある事
がわかった。今回の交付税措置の判明した部分、起
債、それぞれについては今回大変反省している。こ
れを受けて、今後はそういう財源のところも議会に
説明しながら進めていきたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　（金澤議員の質問より）

Ｑ 今年３月に購入した「道徳用ＤＶＤ」の購入後の
利用活用状況と、その成果は。

A　平成30年度から小学校で「道徳」が教科化され、
道徳のＤＶＤ教材を購入し各小学校において授業の
ねらいに即して適切に利用している。学級担任によっ
て使用回数の差はあるが、１学期の道徳の授業時間
数の７割程度利用している。

Ｑ 英会話用ＡＩロボット導入について。

A　現時点で、ＡＩロボット導入は考えていない。
　　　　　　　　　　　　　（加藤議員の質問より）

北伊予中学校運動会より

愛顔つなぐえひめ国体決算報告
平成 25年度以降、国体開催（運営）に要した費用

〔使ったお金〕
国体・リハーサル大会開催にかかった費用（運営事業費）

2 億 9825 万円
国体・リハーサル大会運営にかかった人件費

2150 万円
〔入ってきたお金〕
国体・リハーサル大会運営のため愛媛県からもらった補助金

1 億 1293 万円
（１万円未満は四捨五入しています）
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〔使ったお金〕 
国体・リハーサル大会開催にかかった費用（運営事業費） 

2億9825万円 
国体・リハーサル大会運営にかかった人件費 

2150万円 
〔入ってきたお金〕 
国体・リハーサル大会運営のため愛媛県からもらった補助金 

1億1293万円 

（１万円未満は四捨五入しています）

国体
みきゃん

国体
みきゃん

国体
みきゃん

愛顔つなぐえひめ国体決算報告
平成25年度以降、国体開催（運営）に要した費用 

★これも気になる一般質問

Ｑ 町営住宅の退去者が出た後、浴槽や給湯器など
を撤去しているが、使用できるものは撤去せず、入
居者の負担を軽減する考えはないか。

Ａ 新たに入居される方の費用負担の軽減などを
考慮し、退去者が財産放棄した使用できると思われ
る設備については、そのまま残しておくことができ
るよう、検討したいと考えている。 

（村井議員の質問より） 

Ｑ 今年３月に購入した「道徳用ＤＶＤ」の購入後
の利用活用状況と、その成果は。

Ａ 平成 30 年度から小学校で「道徳」が教科化さ
れ、道徳のＤＶＤ教材を購入し各小学校において授
業のねらいに即して適切に利用している。学級担任
によって使用回数の差はあるが、１学期の道徳の授
業時間数の７割程度利用している。

Ｑ 英会話用ＡＩロボット導入について。 

Ａ 現時点で、ＡＩロボット導入は考えていない。 
Ｑ 昨年の答弁で町立保育所を新築する場合、国
の支援は無いが民間ならあるため、絶対的にコス
ト面で民間の方が効率的だと説明を受けた。しか
し、その後の調査で、国は私学と公立で補助の差
異が生じないように地方財政措置を講じている
事が判明した。二名保育所を閉園にする判断をし
た昨年の理事者説明に不備があるのではないか。 

Ａ 改めて調べ直した結果、補填のある起債があ
る事がわかった。今回の交付税措置の判明した部
分、起債、それぞれについては今回大変反省してい
る。これを受けて、今後はそういう財源のところも
議会に説明しながら進めていきたいと思う。 

（金澤議員の質問より） 

ちょっと一息 今年の松前の運動会は、
小・中ともに天候に恵ま
れ、子どもたちにとっても
いい思い出になったので
はないでしょうか・・ 
その中のワンシーンとして
紹介します。 
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町民の声・傍聴席・他

町
民
の

『
防
災
減
災
』に
一
言

　

頑
張
っ
て
ま
す
青
年
部

東
日
本
大
震
災
の
経
験
に

よ
り
東
北
の
方
で
は
、防
災

意
識
が
高
く
、対
策
が
迅
速

か
つ
ス
ム
ー
ズ
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
松
前
町
で
は
今
の
と

こ
ろ
甚
大
な
天
災
も
あ
ま
り

な
く
、住
み
や
す
い
町
で
あ

り
ま
す
。し
か
し
災
害
は
、い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

人
口
密
度
で
言
え
ば
１
㎢
当

た
り
１
５
１
４
人（
２
０
１
７

年
）で
愛
媛
県
下
で
も
多
く
、

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、

被
害
が
大
き
く
な
る
可
能
性

が
高
い
と
言
え
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
で
は
今
回

の
集
中
豪
雨
の
際
、野
村
町

に
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

松
前
町
商
工
会
で
は
、愛

媛
県
、中
予
、松
前
町
、と
携

帯
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
お
り
、い
ち
早
く
災

害
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
た
め
現
場
が
必
要
と

し
て
い
る
物
資
を
届
け
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
松
前
町

で
も
同
様
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
間
に
想
定
外
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

地
球
規
模
の
異
常
気
象
に

よ
り
、日
々
刻
々
と
変
化
し

て
い
く
生
活
の
中
で
、一
人

一
人
が
防
災
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
今
後
も
地
域
防

災
減
災
に
頑
張
り
ま
す
。

傍
聴
席

初
の『
傍
聴
会
』　

　
　
　
　

浜　
　

尾
崎　

勝

　

９
月
の
一
般
質
問
の
議
会

に
初
め
て
傍
聴
に
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

事
務
室
の
職
員
の
方
に
丁

寧
に
案
内
し
て
も
ら
い
、綺

麗
に
整
え
ら
れ
た
議
場
に
案

内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、最
近
の

増
え
つ
つ
あ
る
災
害
の
た
め

の
防
災
、熱
中
症
対
策
の
た

め
の
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、ま
た
公
共
施
設
な
ど
に

つ
い
て
の
議
題
が
出
て
い
ま

し
た
。

　

傍
聴
に
参
加
し
て
、こ
う

い
っ
た
事
を
私
た
ち
も
も
っ

と
関
心
を
持
っ
て
知
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

も
っ
と
多
く
の
人
に
街
の

動
き
が
分
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
に
松
前
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、議
会
便
り
の
見

開
き
を
簡
素
化
し
な
が
ら
決

ま
っ
た
こ
と
を
伝
え
、そ
の

後
の
ペ
ー
ジ
で
細
か
く
報
告

し
た
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
け

れ
ば
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

「
町
民
の
声
」を

お
寄
せ
下
さ
い

　

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
号
議
会
だ
よ
り
の
掲

載
の
締
切
り
は
11
月
末
で

す
。

　

投
書
多
数
の
場
合
は
、

委
員
会
で
掲
載
文
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

３
０
０
字
程
度
で
必
ず

名
前
・
住
所
・
連
絡
先
・
ペ

ン
ネ
ー
ム（
希
望
す
る
場

合
）を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【宛先】
松前町筒井６３１
議会広報常任委員会「町民の声」
Fax ９８５−４１４８
E-mail
500gikai@town.masaki.ehime.jp

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
届

け
る
だ
け
で
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

議
会
は
、
本
会
議
と
各

常
任
委
員
会
に
傍
聴
席
を

設
け
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
終
了
後
、録

画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
ご
案
内

次回１２月定例議会の開催は
平成３０年１２月４日（火）を予定しています。
内容は補正予算の審議となり皆さんの生活にも
関連しますので是非傍聴に来て下さい。
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松前町で活きる
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松前町で活きる＆みんなで支える

編

記

後

集
この広報誌は、資源保

護と環境に配慮して

大豆油インキ、再生紙

で作成しています。

★
本
当
に
災
害
の
多
い
年
だ
。
６

月
の
北
大
阪
の
地
震
か
ら
７
月
の

西
日
本
豪
雨
災
害
、
９
月
の
北
海

道
巨
大
地
震
、
相
次
ぐ
台
風
、
そ
し

て
夏
の
猛
暑
。

★
松
前
町
は
山
が
な
い
た
め
、
土

砂
崩
れ
は
な
い
が
、
大
雨
洪
水
の

被
害
は
、
要
注
意
だ
。

★
エ
ア
コ
ン
も
来
年
の
夏
ま
で
に

は
、
小
、
中
学
校
に
配
備
さ
れ
そ
う

だ
が
…
。

★
年
々
決
算
審
査
で
災
害
対
策
費

用
増
に
目
が
行
く
。

★
議
会
も
、
減
災
に
向
け
た
取
組

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
岡　

緑
）

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

藤
岡　
　

緑

�

副
委
員
長　
　

金
澤　
　

浩

�

委　
　

員　
　

加
藤　

博
德

�

委　
　

員　
　

稲
田　

輝
宏

�

委　
　

員　
　

影
岡　

俊
範

�

委　
　

員　
　

田
中　

周
作

�

委　
　

員　
　

住
田　

英
次

老
人
会
っ
て
何
し
よ
る
ん
？

　

勧
誘
に
訪
問
す
る
と
、こ

ん
な
言
葉
を
耳
に
す
る
。
こ

こ
で
、主
な
年
間
行
事
を
紹

介
す
る
。

　

北
川
原
老
人
会（
通
称
：
北

川
原
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
）は
、

会
員
１
２
５
名
で
活
動
し
て

い
る
。

★
月
1
回
の
集
い
で
歌
や
体

操
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

会
食
し
な
が
ら
の
楽
し
い
会

話
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
。

★
七
草
粥
の
集
い
で
、豆
々

し
く
健
康
で
円
満
な
生
活
が

出
来
る
よ
う
、お
互
い
に
意

識
し
合
う
。

★
ど
ん
ど
焼
き
の「
ぜ
ん
ざ

い
」
作
り
、
春
祭
り
の
餅
ま

き
用
の
餅
つ
き
で
、地
域
と

共
有
し
三
世
代
交
流
を
図
っ

て
い
る
。

★
北
公
民
館
の
寿
大
学
に
参

加
し
、
教
養
を
高
め
、
一
日

旅
行
を
楽
し
み
、し
め
縄
作

り
体
験
を
す
る
。

★
国
道
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
。

★
長
寿
を
祝
し
、敬
老
会
で

親
交
を
深
め
る
。

★
健
康
増
進
バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

親
睦
を
図
り
、温
泉
歩
行
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
。

★
年
度
末
の
総
会
で
は
、長

寿
喜
寿
の
方
を
招
待
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
す

る
と
と
も
に
料
理
で
も
て
な

し
、祝
福
す
る
。

　

わ
た
し
の
想
い
は
、若
い

会
員
増
加
に
よ
り
、楽
し
く

活
性
化
し
た
活
動
を
心
よ
り

切
望
し
て
や
ま
な
い
。

北
川
原
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

　
　
　

会
長　

茂
川
美
津
子餅つき作業は皆で汗を…

ま
ち
の
話
題　

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
！

★
初
心
者
向
け
少
年
少
女
野
球
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

体
験
・
見
学
会
も
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
チ
ー
ム
の
趣
旨
は
、
将
来
あ
る
子
供
た
ち
に
野
球
の
魅
力

や
楽
し
さ
を
伝
え
、
協
調
性
・
我
慢
・
集
中
力
・
責
任
感
の

向
上
に
あ
り
ま
す
。
更
に
健
康
増
進
と
、
大
切
な
時
期
の
人

間
形
成
を
育
む
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

★
来
年
度
か
ら
小
学
１
・
２
年
・
園
児
そ
れ
に
母
親
を
含
め

た
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
取
組
み
ま
す
。

★
現
在
、（
女
子
２
名
を
含
む
）
小
学
生
６
年
１
名
・
５
年

３
名
・
４
年
３
名
・
３
年
３
名
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

夢は大きく、人間形成も楽しい少年少女野球から！

伊
藤
和
彦
監
督
に

　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
走
・
攻
・
守
で
体
の
全
て
を

使
う
野
球
の
魅
力
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」

モ
ッ
ト
ー
は
『
習
う
よ
り

慣
れ
ろ
』

★
野
球
の
底
力
を
広
め
た

い

チーム名（仮称）：
　恋泉野球チーム
練習場所：
　西古泉公民館グランド
練習日：土曜日　午前１０時～
　　　　日曜日　午前　９時～
　　　　　　　　　　　１２時まで
連絡先（事務局）
ＴＥＬ：０８９－９８５－０５５６
　　　　　　　　　（伊藤和彦監督）
料金：全て無料　
　　　（ボール以外は持参）


